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1.はじめに 1)，2) 

 近年，土地利用の乱れや農村部の高齢化により日本

の農村景観は失われつつある．農村景観は人々と自然

の持続的な関係性により形成されてきた景観であるこ

とから，農村景観を保全していくには，農村地域の人々

が地域の景観を認識し，その地域特有の農村景観を自

覚的に守っていくことが必要であるといえる．そのた

めには，農村地域の人々が，自分たちの生業（営農）

と農村景観保全の関係性を理解する必要があり，その

プロセスを解明することは農村景観保全において重要

な要素であるといえる． 

 本研究では，山鹿市番所地区，山都町白糸台地，美

里町小崎地区の 3 地域を対象に，農家が営農と農村景

観保全の関係性を理解するプロセスを明らかにするこ

とを目的とする． 

 
写真-1 山鹿市の農村景観    写真-2 山都町の農村景観 

2.農村景観保全のモデル化 

本章では，既往研究を 

整理し，農村景観保全に 

おける重要な要素を抽出 

して，農村景観保全のモ 

デル化を行う．        写真-3 美里町の農村景観 

(1)農村景観保全に関する論文の整理 

 農村景観保全に関する研究は，様々な視点に着目し

たものがある．惠谷らは農村地域における住民の景観

形成意識に着目し，住民の農村景観における景観形成

行動への心理的規定要因を明らかにしている． 

(2)農村景観保全モデルの作成 3) 

本研究では，惠谷らの研究に着目し，農家の「営農

と農村景観保全の関係性」の理解をモデル化する．惠

谷らによれば，農地における住民の景観形成行動には

継承するという意識が強く影響しており，それには愛

着や相互関係性などが間接的に影響していることが明

らかにされている．つまり，他者との交流により，農

家の農地への愛着や継承するという意識が刺激され，

農家が農村景観を認識することで景観形成行動をとっ

ていることが分かる．また，それまで生産の場として

捉えていた農地を農村景観の要素として認識し，自分

たちがその景観の作り手になっていると意識すること

で，自らの営農と農村景観保全との関係性を理解して

いるといえる． 

 

図-1 農家の農村景観の認識   図-2 農家の農村景観の認識 

      （交流なし）         （交流あり） 

 

図-3 農村景観保全フロー 

(3) 調査方法について 

 本研究では，山鹿市番所地区，山都町白糸台地，美

里町小崎地区の農村景観保全の状況を知るために，行

政職員に対してヒアリング調査を実施した．ヒアリン

グ調査では，各地域における「農家と他者との交流」，

「農家の農村景観に対する認識と変化」，「農家の農村

景観保全への意識」を明らかにすることを目的として

「農村景観保全政策実施前の状況について」，「農村景

観保全政策実施中の状況について」，「農村景観保全政

策実施後の状況について」の 3 つの項目を設けた．ヒ

アリング調査は，平成 26 年 12 月 5 日に山鹿市農業振

興課職員，平成 26 年 12 月 18 日に山都町農業振興課職

員，美里町農業振興課職員に対して実施した．



表-1 ヒアリング調査結果まとめ 

3.ヒアリング調査結果のまとめ 

 本章では，ヒアリング調査結果から明らかとなった

各地域における「農家と他者との交流」，「農家の農村

景観に対する認識と変化」，「農家の農村景観保全への

意識」についてまとめる． 

(1) 山鹿市番所地区 

番所地区の農家には番所の棚田の評判による来訪者

や，景観計画などの計画策定段階での行政との交流が

あり,番所の農村景観が良いものという認識があった．

また，元々，棚田に咲く彼岸花の手入れや，地区の住

民を構成員とする「きらり」の活動があり，農家が農

村景観保全活動に参加していた．農村景観保全政策を

したことによる変化は少なかった． 

(2) 山都町白糸台地 

山都町白糸台地には多くの来訪者が訪れていたが，

農家との交流は少なかった．しかし，重要文化的景観

選定や棚田サミットなどにより交流は次第に増え，農

村景観に対する認識も生まれていた．景観農振策定後

の米のブランド化により，棚田の維持の重要性が意識

されるようになり，農家の農村景観保全意識は徐々に

高くなっている． 

(3) 美里町小崎地区 

美里町小崎地区では，これまで農村景観保全政策を

実施したことがなく，農家と他者との交流も少なかっ

た．しかし，フットパス事業をきっかけに交流が増え，

農家の農村景観に対する認識も「農村景観＝田舎」か

ら「農村景観＝魅力的なもの」という認識に変わった．

また，農地の手入れを協力して行うなどの動きが出て

きており，農家の農村景観保全への意識は高まってい

るといえる． 

 

4.おわりに 

農家の農村景観に対する認識や保全への意識には，

他者との交流が大きく影響していることが分かった． 
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